
　

電
子
書
籍
元
年
と
い
わ
れ
た

二
〇
一
〇
年
。そ
の
潮
流
に
乗
っ

て
、
上
田
図
書
館
倶
楽
部
は
一

月
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
発
行

し
ま
し
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
ル
名
は

「
環
」。
文
化
を
通
し
て
人
と
人
、

人
と
地
域
を
リ
ン
グ
の
よ
う
に

結
び
、
文
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
環
を
広
げ
て
い
き
た

い
、
そ
ん
な
思
い
を
込
め
ま
し

た
。

　

創
刊
号
は
二
十
四
ペ
ー
ジ
。

藍
色
を
基
調
に
、
全
体
に
写
真

を
多
く
使
っ
て
、
上
品
さ
と
読

み
や
す
さ
に
配
慮
し
ま
し
た
。

構
成
は
、三
つ
の
シ
リ
ー
ズ
『
図

書
館
訪
問
記
』『
信
濃
の
美
術
館

を
歩
く
』『
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を

楽
し
む
』
を
主
な
柱
と
し
、
小

布
施
町
立
図
書
館
の
ユ
ニ
ー
ク

な
取
り
組
み
を
紹
介
、
東
御
市

の
梅
野
記
念
絵
画
館
で
芸
術
の

真
髄
に
触
れ
、
個
性
的
な
セ
カ

ン
ド
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
い
る
男

性
の
魅
力
に
迫
り
ま
し
た
。
ま

パ
ソ
コ
ン
で
世
界
中
の
人
が
読
む
こ
と
が
出
来
る
電
子
出
版
。
ア

メ
リ
カ
の
a
m
a
z
o
n
社
が
キ
ン
ド
ル
を
発
売
し
て
始
ま
っ
た
動

き
は
ア
ッ
プ
ル
社
の
i
P
a
d
が
発
売
さ
れ
る
や
日
本
を
も
巻
き
込

む
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

上
田
図
書
館
倶
楽
部
で
も
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
「
環
」
を
創
刊
致
し
ま
し
た
。
創
刊

を
記
念
し
て
、
編
集
長
の
伊
藤
さ
ん
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。な

お
、
パ
ソ
コ
ン
で
読
め
な
い
方
に
実
費
は
か
か
り
ま
す
が
、

「
環
」
を
印
刷
し
た
も
の
を
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
内
に
あ
る
喫

茶
つ
つ
じ
に
て
頒
布
い
た
し
ま
す
。
一
冊
百
円
と
な
り
ま
す
。

た
、各
界
で
活
躍
し
て
い
る
方
々

か
ら
の
寄
稿
も
あ
り
ま
す
。
作

家
の
一
ノ
瀬
綾
さ
ん
、
元
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
青
木
裕
子

さ
ん
、
倶
楽
部
理
事
長
米
津
福

一
さ
ん
。
息
抜
き
に
、
ス
タ
ッ

フ
作
成
の
パ
ズ
ル
も
。

　

慣
れ
な
い
取
材
に
戸
惑
い
な

が
ら
も
、
魅
力
的
な
人
た
ち
と

出
会
う
こ
と
が
で
き
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
格
闘
し
な
が
ら
も
、
編

集
ソ
フ
ト
を
習
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
創
刊
号
を
通
し

て
、
図
書
館
倶
楽
部
の
活
力
と

技
術
力
が
ア
ッ
プ
し
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
「
環
」
は
倶
楽
部
の
Ｈ
Ｐ
か
ら

読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
第
二

号
は
桜
の
咲
く
頃
、
発
行
の
予

定
。
地
元
で
活
躍
し
て
い
る
音

楽
家
や
歴
史
あ
る
街
道
の
紹
介

な
ど
新
企
画
も
あ
り
ま
す
。
皆

様
の
ア
ク
セ
ス
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。編集

長　

伊
藤　

文
子

　

倶
楽
部
の
臨
時
総
会
を
三
月
二
十

五
日
午
後
一
時
半
よ
り
、
上
田
情
報

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
内
の
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー

ム
に
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。後
日
、

開
催
通
知
、
資
料
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

二
月
五
、
六
日
の
二
日
間
、
健
康

プ
ラ
ザ
う
え
だ
に
お
い
て
「
市
民
に

よ
る
事
業
評
価
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

四
分
野
十
二
事
業
が
評
価
さ
れ
る
な

か
、
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
管
理

運
営
事
業
も
評
価
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
結
果
は「
市
で
実
施（
要

改
善
）・
見
直
し
」
で
し
た
。

上田図書館倶楽部が
電子ジャーナル「環」
を発行しました。

パソコンで
「環」を表示
させる手順。

上
田
市
の
事
業
仕
分
け

「
市
民
に
よ
る
事
業
評
価
」

（
市
民
参
加
・
公
開
型
事
業
仕
分
け
）

が
一
般
公
開
に
て
実
施

上
田
図
書
館
倶
楽
部
の

臨
時
総
会
を
３
月
25
日

金
曜
日
に
開
催
予
定

インターネットで
上田図書館倶楽部
を検索。

ホームページから、
電子ジャーナル「環」
の文字をクリック。

開いたページの創刊号
２０１１年１月発行を
クリックすると「環」が
表示されます。

ト
ピ
ッ
ク
ス

お
し
ら
せ

倶
楽
部
員
募
集
中
！

図
書
館
倶
楽
部
で
は
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
年
会
費
は

三
千
円
。
図
書
館
を
多
く
の
市

民
に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、

共
に
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

図書館振興財団助成事業として、
NPO法人上田図書館倶楽部が発行しています。

地域文化の創造拠点である図書館をもっと身近に！

１

FREE／無料2011.3.1 発行　第８号　隔月発行

図書館の「と」と、倶楽部の「く」、それから
コミュニケーションの基本である「話す」を
かけて「　　　　」という名前をつけました。 

上田図書館倶楽部だより

ueda.zuku.jp

ホームページアドレス
http://ueda.zuku.jp/2011

３・４
月号
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図書館振興財団助成事業＆図書館倶楽部　３ ・ ４月のイベント紹介

図書館振興財団助成事業活動れぽーと

市民交流の場の提供事業サロントーク　地域文化の発掘と創造

平成23年3月28日（月）、4月25日（月）13:30～15:45

毎月、第１・３月曜日19時～　駅前ビルパレオ２階会議室

情報リテラシー教育・情報収集サポート事業

ネット＆カフェ　あなたのペースで進めるパソコン演習

セミナールーム＆ブックカフェつつじ
初心者の方を対象にしているので、焦らずゆっくり進められます。

受付は、それぞれ一ヶ月前頃からブックカフェつつじ、事務局にて
行います。電話での申し込みは上田情報ライブラリー（0268-29-0210）
でも受け付けています。（会員は２割引）　定員は70名。（先着順です）
それぞれの詳しい情報はチラシや倶楽部HPなどをご覧ください。
問い合わせは上田図書館倶楽部事務局（0268-25-3115）まで。

オカリナうららNao＆口笛コンサート

平成23年4月16日（土）18:30～　ことばの繭ホール
オーボエとヴァイオリンのフレッシュコンサート

参加料500円（お茶代含）　定員30名（先着順）高校生以下無料（要申込）

清水たか子さん（清水金左衛門の子孫と結婚、『蚕都物語』著者）
「蚕都物語～たね屋金左衛門のはるかなる旅路～」

繭ホール・サロントーク第11回

１回1,000円（お茶代含）※初回のみテキスト資料代として1000円追加。 １回700円（当日受付） ※ヨガマットをご持参ください。

サロントーク　地域文化の発掘と創造

開館までのいきさつや特徴、菅
野圭介展にちなんだエピソードも
披露されました。子供の頃に美術
雑誌で菅野圭介の絵に出会って強
い感銘を受け、以来想いこがれて
いた男性が、今回の展覧会で60年

ぶりに実物を鑑賞することができたそうです。
「このように、絵画館は人と人を結びつけるふれあい館でも
あります。いろいろな種類の絵があります。画家の個性も多
様です。絵を見るということは画家とふれあうと同時に、自
分の感性に気づくことでもあります」という佐藤館長の言葉
は聴く人の心に静かに染み込んでいくようでした。

心をつなぐ読み聞かせ絵本
100などの著者である越高一夫
さんを講師に迎えたレベルアッ
プ講座の第２回目、57名の方
が熱心に受講されていました。
受講者からは、昔話がどんな

ものか再認識できた。秋田弁の「つるにょうぼう」は最高だっ
た。マンネリになり易い活動、自分の勉強不足に、一石を
投じることが出来た。など感想がありました。
次回は５月８日（日）。講師は未定です。

佐藤 修さん佐藤 雅子さん（梅野記念絵画館・ふれあい館）
「梅野記念絵画館よもやま話」

繭ホール・サロントーク第９回

お話の中で、保育事業、介護事
業その他の事業で人材が確保でき
ないことが大きな問題である。６
５歳～７４歳の高齢者のうち４％
が要介護者で、残り９６％はお元
気で生活している。その人たちの
力が活用できれば、今の現状も変

わってくるのではないか。とおっしゃられていました。
参加者のアンケートからも、現実を知って愕然とした。こ
れからどうしたらよいかを考えるきっかけになった。などの
意見が多数聞かれました。斎藤さんのお話は、我々にとって
大きな問題提起となったと思われます。

清水たか子さんは佐久の生まれ。小さい頃から、周りに養
蚕家が多く、蚕に親しむ。教員生活 20 余年。金左衛門のひ
孫に嫁ぎ、長年関西に住んでいましたが、阪神大震災後上田
に移住。2008 年「蚕都物語」を出版。近・現代史研究会会員。
―塩尻村の清水金左衛門は、幕末から明治にかけて養蚕

の技術改良、発展に努め、その著書「養蚕教弘録」は広くヨー
ロッパにまで渡った。―　金左衛門のひ孫に嫁いだたか子
さんが婚家に残された貴重な資料をもとに、その人生を辿っ
た「蚕都物語」。面白いお話が聞けること、請合いです。

琴3人と尺八による演
奏。第1部、「春の海」か
ら始まった和の名曲の
数々。第2部はポップス
や映画音楽、アニメソン
グ等、まったく異なるプ
ログラムを堪能しました。

男性の奥深い声でゆったりと語られる賢治の世界。厳しく
哀切な自然と人間とのかかわりをファンタスティックに描く
作品の基本的なイメージが聞き手のなかに大きく広がる。語
り手の理解を押しつけるのではなく、作品の世界を作るのは
一人ひとりの聞き手にゆだねられる。語りを聞く醍醐味を満
喫した朗読会でした。

斎藤俊明さん（社会福祉法人敬老園理事長）
「高齢者が主役のまちづくり」

繭ホール・サロントーク第10回

市民交流の場の提供事業

平成23年1月8日（土）13:30～15:00　ことばの繭ホール
新春イベント　邦楽ぐるーぷ  響（きょう）

女性のためのヨガ教室　会社帰りにリフレッシュ！

平成23年２月６日（日）13:30～　上田駅前ビルパレオ２階会議室

読み聞かせ人材養成事業　

絵本読み聞かせレベルアップ講座
ー心をつなぐ読み聞かせー 越高一夫さん

平成23年3月12日（土）18:30～　ことばの繭ホール

出演　オカリナ：会田直子（うらら Nao）　口笛：柴田晶子
　　　ピアノ：鏡　記子
前売/一般1,000円　当日/一般1,200円　高校生以下無料（要申込）

出演　オーボエ：石井聡恵　ピアノ：伊藤悠里
　　　賛助出演：村上あゆ美
前売/一般1,000円　当日/一般1,200円　高校生以下無料（要申込）

平成23年3月5日（土）18時開場　18時30分開始　ことばの繭ホール

平成23年2月19日（土）18:30～　ことばの繭ホール
梁瀬龍洋の朗読「なめとこ山の熊　宮澤賢治作」ほか
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エコールを使って図書館を活用しよう！

エ
コ
ー
ル
を
使
っ
て

図
書
館
を活用
し
よ
う
！

　　
第
六
回

エ
コ
ー
ル
の
図
書
館
訪
問

地
域
と
共
に
ー
真
田
図
書
館

　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日

に
オ
ー
プ
ン
し
た
真
田
図
書
館

は
、
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
真
田

紐
と
真
田
の
緋
備
え
（
あ
か
ぞ
ろ

え
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
造
ら
れ
た

正
面
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
斬
新
な
デ

ザ
イ
ン
が
と
て
も
印
象
的
な
建
物

で
す
。
ま
た
、
入
り
口
に
は
六
文

銭
が
施
さ
れ
て
お
り
真
田
氏
ゆ
か

り
の
図
書
館
で
あ
る
こ
と
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

中
に
入
る
と
吹
き
抜
け
に
な
っ

て
お
り
、
と
て
も
明
る
く
開
放
感

が
あ
り
ま
す
。

　

一
階
は
約
四
〇
〇
㎡
の
一
般
開

架
ス
ペ
ー
ス
で
周
り
は
閲
覧
コ
ー

ナ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
階
は
約
二
五
〇
㎡
の
広
さ
に

郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
、
真
田
氏

コ
ー
ナ
ー
、児
童
図
書
コ
ー
ナ
ー
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
二
階
か
ら
渡
り
廊
下
で

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
と
繫
が
っ
て

い
ま
す
。
自
治
セ
ン
タ
ー
の
一
部

も
図
書
館
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
お

り
、三
十
二
席
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
、
そ
れ
か
ら
講

演
会
や
学
習
会
な
ど
と
し
て
使
え

る
多
目
的
ル
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

　

真
田
図
書
館
は
地
域
住
民
が
積

極
的
に
関
わ
り
、
出
来
上
が
っ
た

図
書
館
で
す
。
市
民
恊
働
の
図
書

館
づ
く
り
・
文
化
交
流
の
図
書
館

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
、
そ
の

特
徴
を
五
つ
あ
げ
ま
す
。

一
．ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
サ

ポ
ー
タ
ー
の
会
」の
活
動

現
在
八
十
名
余
り
の
地
域

住
民
が
参
加
し
て
、
配
架
・

書
架
整
理
、
本
の
修
理
、
館

内
案
内
、
花
壇
の
手
入
れ
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運

営
な
ど
を
行
い
、「
読
み
た
い
・

知
り
た
い
・
楽
し
み
た
い
」

が
で
き
る
図
書
館
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

二
．児
童
図
書
の
充
実

蔵
書
数
の
三
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
授
乳
ス
ペ
ー
ス
も

あ
り
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
た
来

館
者
に
と
て
も
好
評
で
す
。

三
．郷
土
資
料
の
収
集

真
田
氏
に
係
わ
る
資
料
や

平
塚
ら
い
て
う
や
女
性
史
、

そ
れ
か
ら
菅
平
の
開
拓
に
関

す
る
資
料
の
収
集
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

四
．地
域
文
化
交
流
の
場

真
田
文
化
協
会
と
協
力
し

て
地
域
の
方
々
の
作
品
を
定

期
的
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

五
．Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
で
本
を
管
理

借
り
た
い
本
を
来
館
者
が

自
分
で
貸
出
機
に
載
せ
て
簡

単
な
操
作
を
す
る
だ
け
で
本

の
貸
し
出
し
が
完
了
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
平
日

な
ど
二
、
三
人
で
業
務
を
行

え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
た
真

田
図
書
館
、
地
域
住
民
は
も
ち
ろ

ん
他
の
地
域
か
ら
も
多
く
の
方
が

利
用
さ
れ
て
お
り
、
休
日
に
は
二

百
人
近
く
の
来
館
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

皆
さ
ん
も
エ
コ
ー
ル
の
図
書
カ

ー
ド
が
あ
れ
ば
利
用
で
き
る
の

で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

１

２
４
３

５

６
１．道路沿いにあるのでとても目立つ外観　２．六文銭があしらわれたドア　３．吹き抜けが気持ちいい
エントランス階段の横に飲食スペースがある　４．広々とした書架と閲覧スペース　５．郷土資料コーナー
の奥にある真田氏関係のコーナー　６．のびのび本を読める児童図書コーナー、足下が暖かい床暖房

真田図書館
の場所

至上田市街

至
松
代

至菅平

至
東
御
市

セブン
イレブン

ＪＡ

真田の郷

駒屋
商店

真田中学校消防署

地域自治
　センター★

ふれあい
さなだ館

公民館

真田図書館

荒井



つ
つ
じ
か
ら
の
風
景
で
す
。

つ
つ
じ
か
ら
の
絵
本
コ
ー
ナ
ー

　

読
み
聞
か
せ
人
材
養
成
講
座

を
修
了
し
た
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
て
い
た
り
、

保
育
園
の
園
児
た
ち
が
先
生
に

連
れ
ら
れ
て
来
館
し
、
思
い
思

い
の
本
を
読
ん
だ
り
、
先
生
に

読
ん
で
も
ら
っ
た
り
し
て
い
る

光
景
を
見
受
け
ま
す
。

入
口
右
側
の
生
け
花

　

生
け
花
の
各
流
派
の
皆
さ
ま

に
よ
っ
て
、
四
季
折
々
の
花
が

い
け
ら
れ
、
皆
さ
ま
を
お
迎
え

し
て
い
ま
す
。

4

　
ブ
�
ク
カ
フ
�

つ
つ
じ

　
　

営
業
時
間

十
時
三
十
分
〜
四
時
三
十
分

オ
�
ダ
�
ス
ト
�
プ　

四
時

ラ
イ
ブ
ラ
リ
�
休
館
日
は
休
み

　
　

メ
ニ
�
�

コ
�
ヒ
�
・
ウ
�
ロ
ン
茶
・
紅
茶
・

ミ
ル
ク
・
ジ
�
�
ス

二
百
五
十
円

︵
ク
�
キ
�
付
き
で
す
︶

ト
�
ス
ト
セ
�
ト

飲
み
物
自
由
の
四
百
円

十
一
枚
綴
り
の
お
飲
み
物

回
数
券
は
二
千
五
百
円
で
す
�

︵
倶
楽
部
会
員
は
特
別
価
格
�

詳
し
く
は
つ
つ
じ
ま
で
︶

上
田
図
書
館
倶
楽
部

　
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

編 集 後 記
この冬は雪が多く

雪かきが大変でした。
そんな大変な冬もよ
うやく過ぎ、暖かな
春がやってきます。
取材で訪れた真田

図書館で一足早くそ
の春を味わってきま
した。それは児童図
書コーナーのぽかぽ
か暖かい床。お子さ
んと一緒に本を読ん
でいるとついつい眠
くなってしまいそう
な、そんな常春の空
間でした。　　（児）

上
田
図
書
館
倶
楽
部
だ
よ
り「
と
ー
く
」第
８
号
　
発
行
：
N
P
O
法
人
上
田
図
書
館
倶
楽
部
　
編
集
：「
と
ー
く
」編
集
部
　
住
所
：〒
３８６
―
００２５
上
田
市
天
神
一
―
八
―
一
　
電
話
／
F
A
X
：
〇
二
六
八
―
二
五
―
三
一
一
五

ご意見・ご感想をお待ちしております。  FAX 0268-25-3115　eメール、info@zuku.jpまで。

つう
しん

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

10　　11　　12　　13　　14　　15　　16　　17　　18　　19　　20　　21　　22　　23　　

上田情報ライブラリーの休館日は火曜日。
ブックカフェつつじもお休みになります。

3/1　２　　３　　４　　５　　６　　７　　８　　９　　10 11　　12

24　　25　　26　　27　　28　　29　　30　　

27　　28　　29　　30　　31　　4/１　　２　　３　　４　　５　　６　　７　　８　　９

Cafe

13　　14　　15　　16　　17　　18　　19　　20　　21　　22　　23　　24　　25　　26

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

上
田
図
書
館
倶
楽
部
だ
よ
り
「
と
ー
く
」
で
は
皆
様
の
ご
意
見
を

い
た
だ
い
て
、
よ
り
よ
い
紙
面
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
の
中
か
ら
抽
選
で

五
名
の
皆
様
に
、「
環―

千
曲
川
地
域
の
人
と
文
化―

」
第
二
号

（
春
号
）
の
印
刷
版
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
か
ら
五
ま
で
の
回
答
を
、

官
製
は
が
き
の
場
合
は
上
田
市
天
神
一
―
八
―
一

　
　
N
P
O
法
人
上
田
図
書
館
倶
楽
部
と
ー
く
ア
ン
ケ
ー
ト
係

F
A
X
の
場
合
は
０
２
６
８（
２
５
）３
１
１
５

パ
ソ
コ
ン
の
場
合
は
図
書
館
倶
楽
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
ご
記
入
の
上
、

お
送
り
く
だ
さ
い
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
応
募
の
〆
切
は
四
月
三
十
日

必
着
。
当
選
は
発
送
を
も
っ
て
発
表
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
、
今
号
の
記
事
で
よ
か
っ
た
も
の
は
な
ん
で
す
か
？

二
、
図
書
館
倶
楽
部
の
活
動
内
容
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

三
、
倶
楽
部
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

四
、
図
書
館
を
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

五
、
あ
な
た
の
考
え
る
理
想
の
図
書
館
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ネット＆カフェ

繭ホールサロントーク
繭ホールコンサート

文学講座（１）

倶楽部臨時総会

繭ホールコンサート

女性のためのヨガ教室

女性のためのヨガ教室

女性のためのヨガ教室

第四期執筆編集講座（８）
情報検索レベルアップ研修（１）

第四期執筆編集講座（９）

3・4月
カレンダー

ブックトークゼミナール（７）

ネット＆カフェ

ブックトークゼミナール（６）

文
学
講
座
　
井
伏
鱒
二
〜
ユ
ー
モ
ア
と
ペ
ー
ソ
ス
の
文
学
〜

井
伏
鱒
二
は
昭
和
の
激
動
期
を
、
左
右
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
染
ま
る

こ
と
な
く
、
独
り
超
然
と
生
き
た
異
色
の
作
家
で
す
。
処
女
作
「
山
椒

魚
」
か
ら
原
爆
小
説
「
黒
い
雨
」
ま
で
を
視
野
に
入
れ
て
、
庶
民
性
を

特
質
と
す
る
燻
し
銀
の
よ
う
な
井
伏
文
学
を
味
読
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
師
：
相
馬
正
一
先
生
（
上
越
教
育
大
教
授
、
岐
阜
女
子
大
教
授
な

ど
を
歴
任
、
現
在
岐
阜
女
子
大
名
誉
教
授
。『
国
家
と
個
人
―
島

崎
藤
村
「
夜
明
け
前
」
と
現
代
』
な
ど
著
書
多
数
）

全
五
回
（
毎
回
午
後
一
時
〜
三
時
ま
で
）
受
講
料
：
四
千
円
（
倶
楽
部
員

は
三
千
円

）

日
程
：
四
月
九
日
、
五
月
十
四
日
、
六
月
十
一
日
、
七
月
九
日
、
九
月
十
日

場
所
：
上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階
会
議
室　

定
員
：
五
十
名

申
込
：
二
月
二
十
五
日
よ
り
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
て
受
付
開
始

企
業
会
員
募
集
中
！

図
書
館
倶
楽
部
で
は
企
業
会

員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
図
書

館
倶
楽
部
の
活
動
を
支
援
し
た

い
、
サ
ー
チ
ャ
ー
な
ど
の
養
成

講
座
を
受
講
し
て
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
た
い
等
、
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。


